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クライアン トサイ ドでの
データ認証の使い方

このドキュ メン トでは、 クライアン トサイ ドでのデータ認証について説明します。 クラ

イアン トサイ ドでのデータ認証は、 1) 必須データコン ト ロールに対してデータが入力さ
れたかどうか、 2) フ ィールド コン ト ロールに対して正しいデータが入力されたか、 を
チェ ッ クするために使用します。 この処理はクライアン ト側で、 データがアプリケー

シ ョ ンサーバに送られる前に実行されます。

処理の概要

まず、 どのコマンド （Add Update、 Next Form など） がデータ認証を呼び出すかを指
定します。 ユーザがこれらのコマンドを実行した場合、 NXJは、 まだサーバに送られて
いない必須フ ィールド コン ト ロールをチェ ッ クし、 そのフ ィールド コン ト ロールに割り

当てられた JavaScript で書かれた認証ルールを実行します。 必須フ ィールド コン ト
ロールにデータが入力されていない場合、 NXJはエラーメ ッセージを表示し、 フ ィール
コン ト ロールの境界線を強調表示します。 また、 JavaScript で書かれた認証ルールに合
致しない場合には、 NXJは認証に失敗した最初フ ィールド コン ト ロールにフォーカスを
移し、 境界線を強調表示します。 そのフ ィールド コン ト ロールがタブに存在する場合、

NXJはそのフ ィールド含むタブを表示します。

プロパティ

以下の表に各プロパテ ィおよびそのプロパテ ィ を使用するクラスの一覧を示します。
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フ ィールド コン ト ロールを必須項目にする

ユーザが特定のコマンドを実行する際に必須となるフ ィールド コン ト ロールを指定する

ことができます。 この種類の認証を使用するには、 まず、 どのコマンド （Add Update, 
Next Form等） を使用するかを、 認証が必要なフ ィールド コン ト ロールを持つフォーム
で指定します。 Interactive グループの Validate Commands プロパテ ィにコマンドを指
定できます。

プロパテ ィ 使用方法 関係するクラス

Component > 
Includes

NXJがデータ認証のために使用する
JavaScript ソースファイルを指定します。
ファイルを指定すると、 各フ ィールド コン

ト ロールの Validation Rules プロパテ ィ
に、 実行させる JavaScript関数を指定す
ることができるようになります。

Form
BPM Activity Form
Checkbox
Date Picker
Dropdown List
JavaScript Field
Listbox
Radio Group
Text Area
Text Field
Box
Data View

Interactive > 
Required for 
Command

フォームに割り当てられた認証コマンドを

実行する際、 このフ ィールド コン ト ロール

にデータが入力されていなければならない

ことを示します。 例えば、 Address フォー
ムで Street フ ィールドを必須と し、 Add 
Update コマンドが認証コマンド と して指
定されている場合、 ユーザが Street データ
を指定せずに、 Address を追加、 更新しよ
う とすると NXJはエラーメ ッセージを表
示します。

Date Picker
Dropdown List
JavaScript Field
Listbox
Text Area
Text Field

Interactive > 
Validation 
Commands

データ認証を実行するコマンド （Add 
Update, Exit, Previous Form等） を指定し
ます。

Form
BPM Activity Form

Interactive > 
Validation Rules

NXJがフ ィールド コン ト ロールのデータ認
証に使用する JavaScript関数を指定しま
す。 この関数は、 フ ィールド コン ト ロール

の Include プロパテ ィで指定された
JavaScript ファイル中で定義されていなけ
ればなりません。

Checkbox
Date Picker
Dropdown List
JavaScript Field
Listbox
Radio Group
Text Area
Text Field
Data View

Visual > Error 
Border Color

データ認証に失敗したフ ィールド コン ト

ロールの境界に使用する色を指定します。

デフォルトは赤です。

Form
BPM Activity Form
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データ認証を実行するコマンドを指定した後、 必須となるフ ィールド コン ト ロールを指

定します。 フ ィールド コン ト ロールを選択し、 Interactive グループの Required for 
Command チェ ッ クボッ クスをチェ ッ クして下さい。

フ ィールド コン ト ロールに認証ルールを設定

以下の手順でフ ィールド コン ト ロールに認証ルールを割り当てることが出来ます。

• 認証時に実行されるコマンドを指定

• JavaScript ソースファイルを作成

• JavaScript ソースファイルの指定

• 実行する JavaScript関数を指定

タスク  1: 認証時に実行されるコマンドを指定

どのコマンド （Add Update, Next Form等） を使用するかを、 認証が必要なフ ィールド
コン ト ロールを持つフォームで指定します。 Interactive グループの Validate Commands
プロパテ ィにコマンドを指定できます。

タスク  2: JavaScript ソースファイルを作成

プロジェク トの Static Content フォルダに JavaScript ファイルを作成します。 このファ
イルには、 NXJがデータ認証に使用する関数を定義しておきます。

各関数には、 フ ィールド コン ト ロールを引数と して指定することができます。 関数は、

認証に失敗した場合には false を返し、 成功した場合には true を返す必要があります。
以下に例を示します。

function myValidator(myControl)
{
    if (myControl.value == "0")
        {
        alert("Zero is not allowed.");
        return false;
        }
    return true;
}
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タスク  3: JavaScript ソースファイルの指定

データ認証関数を定義した後、 認証が必要なフ ィールド コン ト ロールに JavaScript
ソースファイルを指定します。 フ ィールド コン トール、 またはそのコン ト ロールを含む

フォームを選択し、 Component グループの Includes プロパテ ィに、 JavaScirpt フ ァイ
ル名を指定します。

タスク  4: 実行する JavaScript関数を指定

JavaScript ソースファイルを指定した後、 Interactive グループの Validation Rules プロ
パテ ィに、 関数名を指定します。 複数の関数を指定する場合は、 各関数をセミ コロン

(;) で区切って指定します。 関数名のみを指定し、 引数またはパラ メータは指定しない
ようにして下さい。 以下に例を示します。

myValidator;ZIPValidator;phoneValidator

‘validation_error’ フ ィールドの使用
NXJ では、 認証エラーメ ッセージをポップアップの代わりにフ ィールドに表示させるこ
とができます。

必須コン ト ロールの認証エラーを表示するには、 エラーメ ッセージを表示するテキス ト

フ ィールドまたはテキス トエリアを validatiom_error という名称でフォームに追加
します。

必須でないコン ト ロールの認証エラーを表示するには、 エラーメ ッセージを表示するテ

キス ト フ ィールドまたはテキス トエリアをフォームに追加し、 JavaScript ソースファイ
ルの作成セクシ ョ ンで述べられているようにファンクシ ョ ンを追加します。 このファン

クシ ョ ンでは、 テキス ト フ ィールドまたはテキス トエリアの value属性に、 表示するエ
ラーメ ッセージを設定します。

function myValidator(myControl)
{
if (myControl.value == "0")
{

vfield =
document.forms["NXJForm"].elements["validation_error."].value =
"Zero is not allowed.";
return false;

}
return true;

}
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